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Kirkwood lnstability に つ い て
山口大 ･文理 永 井 克 彦







v llnnl(1)+Pv IU(1)- -PIlv IV (i-2)]nl(2lg,(1･2)d2, (ll
こゝで nl(山 は一体分布函数,U(1日ま適当な外場のポテンシャル, Ⅴ(1-2)は粒子間相




となったとする.但 し添字 Cは均一な液相の量であることを示す(2),(3)を(1)に代入 して
め,∬ に関 して一次までとり,両辺をFourier変換すると
但し
め(汰)- M (汰)/ (1-G(k))




















G(k,- 一首J誓 eik.r∂(r-a)dr･ge(a+8) (ll)




もっている｡ Kirkwood lnstalilityに対し,この観点からの批判がKunkin& Fri-




と求められるo但し甘(力 は(ge(r1-1)の Fourier変換である. (12)に於 いて勘
訂卸 に異常性があれば ¢(k)にも自発的なゆらぎが存在することになる｡ところで,(12)
は外場の一次までの近似 としては正確であ り,一方又,(5)式 もゆらぎの一次までは正
確なものとされているから,本来両者は一致 しなければならないはずである｡ Kirkw0d
理論では, g(2)のゆらぎとnl のゆらぎが独立なものとして取 り扱われているが,これ
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(註) 研究会席上,′ト林謙二氏より, Kirkwoodlnstability とは, KirkwoodMonroe
分子理論を含む広い意味で用いられるとの御指摘があったが,我々の議論は1951
年の Kirkwood理論のみを対象にしていることを断っておく.
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